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実際、鉄の理論強度は 10,400MPa に達しますが、現在実用化されているのは 2,500 ～ 4,000MPa 程度です。
図２：仕上圧延機の構成
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図３：鉄鋼設備における電気技術動向
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したがって鉄鋼業は追求し尽くされた素材でも、完成された産業でもありません。その可能性を引き出
すために、これからも電気系の制御技術が大いに力を発揮していきます。今回ご紹介した圧延制御技術
のほかにも、1,600℃をゆうに越える極限の環境下で温度・圧力・流量などを高精度にセンシングする技
術、またそこから得られるビッグデータを解析し、プラント内部の現象をモデル化する数値解析技術、
映像・音声などマルチメディアを用いたオペレータへの操業ガイダンスなど適用分野は枚挙に暇がなく、
電気技術者が活躍するフィールドは無限にあるといっても過言ではありません。
5．おわりに
鉄鋼業は装置産業と言われます。どんな良質な鉄板も、製造設備とそのプロセスなくしては生産でき
ません。そしてその製造プロセスを的確にコントロールする高度な電気制御技術はとても重要であり、
今後も我々電気系技術者がさらに磨きをかけていかなければなりません。百聞は一見に如かずですから、
ぜひ就職活動を通じて当社の製鐵所をご見学いただき、ご興味を持って頂けると幸いです。
（新日鐵住金株式会社 http://www.nssmc.com/）
